
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

��
��
��
��
��
��
��

�

広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�28

▲天守台北東隅角部（写真１）�

▲石垣のこう配比較（下記文献より引用）�
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■
津
山
城
築
城
４
０
０
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
５
月
ま

で
の
４
０
０
日
間
は
記
念
事
業
が

目
白
押
し
で
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
。

み
な
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
催
し
に
ど

ん
ど
ん
参
加
し
、
津
山
の
歴
史
資

産
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郁
）�

■
広
報
か
ら
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

「
分
か
り
や
す
い
広
報
を
」
と
思
い
、

自
分
な
り
に
が
ん
ば
っ
た
つ
も
り

で
す
。
自
分
が
苦
労
し
て
作
っ
た

記
事
ほ
ど
み
な
さ
ん
か
ら
の
反
響

も
大
き
い
と
感
じ
た
３
年
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
職
場
で
が
ん

ば
り
ま
す
。
そ
ー
れ
そ
れ
そ
れ
、

お
祭
り
だ
ー
。（
ひ
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■
（
ひ
）
さ
ん
、
３
年
間
お
疲
れ
様

で
し
た
。
私
は
広
報
に
来
て
何
と

か
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
１
年
間
で･･･

、
夫
の
料
理
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
ぐ
〜
ん
と
増
え

ま
し
た
。
去
年
の
今
ご
ろ
は
ご
飯

も
炊
け
な
か
っ
た
の
に･･･

。
何
と

か
な
る
も
ん
で
す
な
ぁ
。
（
ｅ
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（３月１日現在）�
人　口　90,176  人（前月比△12）�
　男　　42,968  人（同＋９）�
　女　　47,208  人（同△21）�
世帯数　34,869世帯（同０）�

２月中の異動数�

ひ と の 動 き�

固定資産税１期�
納期限：４月30日（金）�

今 月 の 納 税 �

出生　  64人、死亡　  58人�
転入　264人、転出　282人�

月�

２００４�

　前回は津山城の天守の基礎について検討
しました。今回はその基礎を受ける天守台
の構築技術について検討してみます。
　天守台の大きさは、津山城資料編に掲載
の「作州津山御城内之記」「御天守之覚」
などに、基底部で東西12間（約23.6メート
ル）×南北13間（約25.6メートル）、上面
が東西10間（約19.7メートル）×南北11間（約
21.6メートル）、高さは３間（約5.9メート
ル）と記載されています。この値は実測図
の値とほぼ一致しており、かなり正確な値
であることが分かっています。
　ところで、石垣には必ずこう配がついて
おり、一般に「扇のこう配」などといわれ
るように石垣の美しさを際立たせる要素と
なっています（写真１）。

　この石垣のこう配の取り方ですが、建築
の理想としては石垣の基底部から垂直に積
み上げるのが最も効率がよいのですが、そ
れでは石垣が不安定になってしまいます。
反対にあまりにもこう配を緩くすると、上
に載る建物に対して基底部が大きくなりす
ぎて効率的ではありません。そこで使用す
る石材によって、自然石は垂直に積むこと
が困難なのでこう配を緩くし、切り石だと
ある程度垂直に積み上げても比較的安定し

ているのでこう配をきつくする傾向にある
ようです。
　1722年に荻生徂徠の記した では、
法（石垣のこう配）について自然石は８割、
割り石は10割、切り石は12割としています。
８割とはこう配が67.5度、10割は72度、12
割は75度に相当します（下図参照）。

　　　　が刊行された時代は新規の築城が
ほとんど行われなかった時代であり、机上
の理論的な傾向があったことは否めませんが、
石材に対する石垣のこう配としてはこの数
値が理想とされていたのは間違いありません。
　さて、ここで津山城の天守台の話に戻り
ます。この石垣は東西・南北ともに基底部
と上面の長さの差が２間です。さらに高さ
が３間ですから、石垣の隅角部のこう配は
高さ３間に対して幅１間分のこう配となり
ます。このこう配を計算すると71.5度となり、
　　　　による割り石のこう配である72度
にほぼ一致します。
　天守台が造られた時点で　　　　の示す
ようなこう配の基準があったかどうかは定
かではありません。しかし、この石垣を築
いた技術者は「上面は基底部よりも両側を
１間ずつ短くし、高さは３間」というごく
簡単な比率を用いて、のちに理想とされる
石垣こう配を見事に実現しているのです。
　津山城の高度な石垣構築技術の一端がか
いま見える事例の１つです。

参考文献：内藤昌「城の日本史」
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